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議
長
選
挙

　

３
月
定
例
会
で
は
、
小
林
利
規
議
長

の
辞
職
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長

に
今
井
良
助
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
選

挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
挙
結
果

　
　
　

今
井　

良
助
（
新
生
会
）
12
票

　
　
　

鈴
木　
　

智
（
共
産
党
）
５
票

　
　
　

榎
本　

和
孝
（
無
所
属
）
１
票

議
長
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
議
長
の
要
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民

の
代
表
と
し
て
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
市
政

発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
２
４
５

億
５
０
０
０
万
円
と
過
去
最
高
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
約
47
％
を
占
め
る

市
税
が
前
年
度
比
２
億
５
０
０
０
万
円
の

増
、
繰
入
金
は
前
年
度
比
約
７
億
７
２
７

２
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
歳
出

で
は
、
約
49
％
を
占
め
る
民
生
費
が
前
年

度
比
約
３
億
５
４
１
万
円
の
増
、
総
務
費

は
前
年
度
比
約
４
億
２
７
８
６
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
が
前
年
度
比
２
億
４
８
０
０
万
円
の

増
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
前
年

度
比
８
１
０
０
万
円
の
増
、
錦
町
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比
２
５

０
０
万
円
の
減
、
介
護
保
険
特
別
会
計
が

１
億
８
２
０
０
万
円
の
増
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
が
前
年
度
比
３
９
０
０
万

円
の
増
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別

会
計
が
前
年
度
比
１
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
市
立
病
院
事
業
会
計

が
前
年
度
比
約
２
０
２
９
万
円
の
減
、
水

道
事
業
会
計
が
前
年
度
比
約
２
０
８
７
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
蕨
市
全
体
の
予
算
総

額
は
、
約
19
億
３
４
８
２
万
円
増
の
約
４

６
３
億
７
１
５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算

市税（46.9%）
115億2,000万円

国庫支出金
（17.9%）

43億9,573万円繰入金（6.3%）
15億5,098万3千円

県支出金（6.0%）
14億6,014万3千円

地方交付税（5.4%）
13億3,000万円

市債（4.8%）
11億7,640万円

その他（7.9%）
19億3,674万4千円

地方消費税交付金
（4.8%）

11億8,000万円

繰入金（6.3%）
15億5,098万3千円

県支出金（6.0%）
14億6,014万3千円

地方交付税（5.4%）
13億3,000万円

円

一 般 会 計 の 歳 入

予
算

総額は過去最高の
245億5,000万円

（前年度比6.3％増）

予
算

今 年 度

蕨
市
の
予
算
概
要

議長
今井　良助
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※立憲民主党は採決時に退席しています。

　３月定例会では、議員提出議案第１号「議案
第１７号『平成３１年度蕨市一般会計予算』に
対する附帯決議」が新生会と公明党から提出さ
れ、質疑、討論を経て、賛成多数で原案のとお
り可決しました。
　コミュニティバスぷらっとわらび運行事業に
おけるルート拡充と１台増便に関わる予算が争
点となりました。本附帯決議の主な内容と反対
討論の要旨を紹介します。
※附帯決議とは…法的拘束力はなく、可決され
　た案件に付ける意見や要望のことをいいます。

平成31年度蕨市一般会計
予算に対する附帯決議

今年度
一般・特別・企業会計予算

単位：千円

一般会計 24,550,000

国民健康保険特別会計 7,724,000

公共下水道事業特別会計 1,771,000

錦町土地区画整理事業特別会計 1,450,000

介護保険特別会計 5,310,000

後期高齢者医療特別会計 934,000

公共用地先行取得事業特別会計 48,000

病院事業会計（収益的支出） 3,282,495

水道事業会計（収益的支出）　 1,302,043

　　　合　　計 46,371,538

民生費（49.0%）
120億2,396万6千円

総務費
（11.7%）

28億6,851万8千円

土木費（9.5%）
23億1,914万9千円

衛生費（8.6%）
21億1,619万6千円

公債費（5.6%）
13億6,893万6千円

消防費（4.4%）
10億6,557万3千円

その他（2.5%）
6億4,696万2千円

教育費（8.7%）
21億4,070万円

消防費（4.4%） その他（2.5%）

一 般 会 計 の 歳 出

総務費
（11.7%）

28億6,851万8千円

土木費（9.5%）
23億1,914万9千円

衛生費（8.6%）
21億1,619万6千円

公債費（5.6%）
13億6,893万6千円

教育費（8.7%）
21億4,070万円

埼玉県内の市・町では、デマンド型交通など、
さまざまな総合的交通政策が検討・実施さ
れているにもかかわらず、本市においては、
コミュニティバスぷらっとわらびのルート
拡充・増便以外の方法が検討されていない。
本事業については、以下の事項を履行する
よう強く求める。
１市民全体の受益と負担、費用対効果と時
代に即した観点から、交通弱者の利便性
を高める総合的な交通政策の検討を可及
的速やかに始め、本年８月末日までに詳
細な報告書を取りまとめること。

２報告書を議会に説明するまでは、コミュ
ニティバスぷらっとわらびのルート拡充・
増便に関わる予算の執行を停止すること。

デマンド型交通の県内事例では、利用者負担
が大きいことや人口密集地の課題があり、現
状で蕨市に合うシステムと言えない。コミュ
ニティバスは高齢者や障がい者等の外出機
会の増加、社会参加の促進、健康増進、商
店街活性化等の経済効果につながる。市民
要望による今回のルート拡充は、高齢化社
会の進展への対応や新たな蕨市の魅力づく
りも期待できる事業。附帯決議に反対する。

共産党

デマンド交通が蕨市に向かないという市の
考えも示され、理解できる。限られた財源
で効果を上げるにはぷらっとわらびのルー
ト拡充が妥当であり、附帯決議に反対する。

無所属

本附帯決議の内容 新生会・公明党
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平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
20
日

か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
30
日
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
施
政
方
針
表

明
が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
で
は
、
５
人
の
議

員
が
一
般
会
計
当
初
予
算
案
や
市
政
全
般
に

つ
い
て
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。（
６
・
７
ペ

ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が

子
育
て
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
の
拡
充
な
ど
の
市
政
の
重
要
課
題

を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解
を

問
い
ま
し
た
。（
８
〜
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

採
決
で
は
、
市
長
提
出
議
案
27
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
た
ほ
か
、
議
員
・

委
員
会
提
出
議
案
３
件
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
今
年
度
予
算
の
議
案
に
つ

い
て
、
総
務
・
環
境
福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち

づ
く
り
の
３
つ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

詳
細
に
わ
た
り
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
お
金
の
使
い
み
ち
と
し
て
、
主
な

新
規
・
拡
充
事
業
等
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
各
常
任
委
員
会
の
所
管
ご
と
に
紹
介

い
た
し
ま
す
。

■新庁舎建設等工事設計事業
5,927万1千円

　今年度から２か年にわたり、建物の配置やデザイン
などを決める基本設計・実施設計を行います。今年度
は基本設計及び現庁舎の解体工事の設計に着手します。

■蕨駅ホームドア整備　１億1,260万円
　今年度末までの供用開
始に向けて、JR 東日本
に対し、補助金を交付し
ます。昨年度から２か
年の補助金総額は１億
2,000万円となります。

■市制施行60周年記念事業
2,217万3千円

　式典の実施やグッズの作成・販売を行うほか、
NHKの「ラジオ深夜便のつどい」、テレビ東京の「開
運！なんでも鑑定団」の公開収録、駅西口イルミネー
ションの一新、ボールゲームフェスタの開催などの
事業を予定しています。

■消防署塚越分署の整備
2億6,677万3千円

　今年度から２か年に
わたり、消防署塚越分
署を現在地において建
て替え整備を実施しま
す。工事期間中は、市
民公園管理棟内に仮設
事務所を設置し、一時
的に機能を移転します。

■想定浸水深表示の設置　 105万9千円
　市内の電柱100本に、荒川が氾濫した場合に想定
される浸水の高さや洪水時の避難所の表示を設置し
ます。また、浸水が想定される実際の高さに赤いテー
プでの表示も行います。

■収納対策の強化　　　　　65万7千円
　自主納付を促す自動電話催告システムを導入し、
効率的で効果的な滞納整理を推進することで、収納
率の向上を図ります。

ホームドアのイメージです

塚越分署のイメージです塚越分署のイメージです

３
月
定
例
会
の
概
要

今
年
度
予
算
の
主
な
事
業

総　務　常　任　委　員　会



 わらび市議会だより

 5 わらび市議会だより No.206

■重度知的障害者入所施設運営費補助金
96万円

　蕨市が属する埼玉県南部障害保健福祉圏域内にお
いて、新規に開設する入所施設に対し、対象者１人
につき月額４万円を最大60月間補助し、入所する
蕨市民の支援の安定を図ります。

■民間留守家庭児童指導室の新設・整備
2,447万8千円

　民設民営による留守家庭児童指導室「キッズクラ
ブ蕨中央」が中央７丁目に４月から開設しています。
その運営費用に対する補助金を交付するとともに、
新たな留守家庭児童指導室設置を公募し、整備費用
に対する補助金を交付します。

■子育て世代包括支援センター母子保健
　型の整備　　　 　　　　907万6千円
　妊娠期から子育て期にわたるまで、切れ目のない
支援を提供するために、保健センター内に子育て世
代包括支援センターを整備します。保健師が専門的
な見地から相談支援を実施します。

■病児・病後児保育施設の新設・運営
1,450万円

　「病児保育施設にじのへや」が中央３丁目に４月
から開設しています。病気・回復期にある子どもを
一時的に預けることができます。

■特別養護老人ホーム用地確保奨励金
102万5千円

　市内４か所目の特別
養護老人ホームとして、
中央７丁目に２月から
開設した「レーベンホー
ムわらび」の用地確保
協力者に対し、固定資
産税及び都市計画税の課税相当額を交付します。

■「蕨ブランド」認定品の情報発信
128万5千円

　３年間の認定期間が終了することから、今年度中
に新たに蕨ブランドを認定し、市内外への認定品の
発信などにより、市の PRにつなげていきます。

■中央公民館・西公民館へのエレベー
　ターの設置等　　  2億3,976万5千円
　両公民館にエレベーターを設置し、利便性の向上
を図ります。また、西公民館では空調改修工事も合
わせて実施します。

■ブロック塀等撤去工事補助金
150万円

　道路等に面して安全性に疑いのあるブロック塀等
の撤去を促進するため、撤去にかかる費用のうち、
10万円を上限に補助します。

■夜間中学校への支援　　　64万3千円
　４月から川口市に夜間中学校が開校し、その運営
経費の一部を負担します。義務教育を修了できな
かった人などが対象となります。

■小・中学校教育情報化の推進
6,280万7千円

　小学校全校と東中学校に設置されている教育用パ
ソコンをタブレット兼用型に更新するなど、ICT 教
育の推進を図ります。

■コミュニティ・スクールの導入 10万円
　学校運営や学校の課題に対して、広く地域住民な
どが参画できるように、コミュニティ・スクール（学
校運営協議会制度）を段階的に導入します。今年度
は東小・塚越小・東中の３学校区を１地区とした学
校運営協議会を設立します。

■蕨駅西口市街地再開発事業の推進
１億4,100万円

　蕨駅西口地区市街地
再開発準備組合が実施
する権利変換計画の作
成などに対して補助金
を交付し、事業の推進
を図ります。

西公民館 中央公民館

環　境　福　祉　常　任　委　員　会

教 育 ま ち づ く り 常 任 委 員 会

レーベンホームわらび
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　　質　　問　　質　　問 －代表質問とは－
一般会計当初予算案や市政全体にわたり、各会派の代表
者１名と、２人以上の会派に所属していない１人の議員
も、それぞれの持ち時間で質問ができます。

　

平
成
30
年
度
が
同
ビ
ジ
ョ

ン
の
前
期
実
現
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
る
が
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
未
達
成
の
項
目
と
今
後

の
対
応
を
お
聞
き
す
る
。ま
ず「
安

全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
家

庭
等
に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え
実

施
率
は
ど
う
か
。

　

市
民
意
識
調
査

の
目
標
値
90
％
に
対
し
、85・３
％

で
未
達
成
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
「
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
保
育
園
待
機
児
童
数
は

ど
う
か
。

　

目
標
値
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
に
対
し
て
、30
年
４
月
１

日
現
在
で
は
22
人
で
あ
り
、引
き
続

き
認
可
保
育
園
の
整
備
を
中
心
に

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
。

　
「
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
心
市
街
地
の
空

き
店
舗
数
は
ど
う
か
。

　

目
標
値
24
カ
所

に
対
し
、
29
年
度
の
実
績
は
55
カ

所
の
空
き
店
舗
が
あ
る
。
埼
玉
県

の
空
き
店
舗
解
消
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
取
り
組
み
、
空

き
店
舗
解
消
に
向
け
努
力
す
る
。

　
「
超
高
齢
社
会
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
い

き
い
き
百
歳
体
操
の
会
場
の
確
保

を
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

会
場
が
見
つ
か

ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
市
と
し
て

も
検
討
し
て
い
く
。

　
「
蕨
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
蕨
駅
西
口
再
開
発
の
推
進
」

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
地
権
者
の

了
解
が
と
れ
る
の
か
。

　

定
款
や
事
業
計

画
は
各
権
利
者
か
ら
の
同
意
が
必

要
と
な
る
。
引
き
続
き
準
備
組
合

と
連
携
を
図
り
、
合
意
形
成
に
努

め
た
い
。

　
「
市
役
所
新
庁
舎
建
設
等

工
事
の
設
計
」
に
つ
い
て
、
コ
ン

パ
ク
ト
化
を
求
め
過
ぎ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
利
用
者
に
ど
の
よ

う
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
の
か
。

　

通
路
は
十
分
な
幅
を

確
保
す
る
な
ど
、
だ
れ
も
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
設
計
と
し
、

窓
口
や
業
務
に
応
じ
た
カ
ウ
ン

タ
ー
の
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
運
用
開
始

は
ど
の
よ
う
か
。

　

昨
年
９
月
か
ら
蕨
駅

ホ
ー
ム
の
仮
囲
い
等
を
初
め
工
事

に
着
手
し
、今
年
度
は
ホ
ー
ム
改
良

工
事
を
進
め
て
い
る
。31
年
度
末
ま

で
の
供
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

　

中
央
公
民
館
及
び
西
公
民

館
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、新

生
会
の
重
点
要
望
だ
が
、
工
事
期

間
と
利
用
開
始
時
期
、
工
事
に
伴

う
部
屋
の
利
用
制
限
は
ど
う
か
。

　

両
館
と
も
に
６
、７

月
ご
ろ
か
ら
約
半
年
間
の
工
事
を

実
施
し
、
年
末
な
い
し
年
明
け
に

利
用
開
始
の
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
中
央
公
民
館
は
７
月
か
ら
３

か
月
程
度
、
西
公
民
館
は
10
月
の

１
か
月
程
度
、
平
日
と
土
曜
日
の

部
屋
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

新生会
三 輪 かずよし

将来を見据えた市政の推進を
　　賴髙市長の今後の市政運営を問う！

　

国
の
政
治
が
信
頼
を
失

い
、
国
民
が
不
安
を
抱
い
て
い
る

今
日
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、

市
民
と
心
を
通
わ
す
市
政
運
営
は

極
め
て
重
要
。
日
本
一
の
「
あ
っ

た
か
市
政
」
を
目
指
す
市
政
運
営

で
、
蕨
市
政
は
ど
う
変
化
し
た

か
。施
政
方
針
で
表
明
し
た「
あ
っ

た
か
市
政
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
の
方

向
性
、
目
標
な
ど
は
ど
う
か
。

　

防
災
・
防
犯
対
策

等
、安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
、こ

ど
も
医
療
費
無
料
化
や
保
育
施
設

の
増
設
等
、
市
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
取
り
組
み
が
前
進
し
た
。

　

あ
っ
た
か
市
政
を
継
続
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

の
市
政
改
革
を
土
台
に
し
て
、
３

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
超
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
、
蕨
駅
西
口
再
開

発
、
新
庁
舎
整
備
）
を
中
心
に
大

き
な
事
業
に
も
取
り
組
む
。
３
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
・
長
期
に

わ
た
る
事
業
で
あ
り
、
蕨
の
未
来

に
と
っ
て
も
大
事
な
事
業
。
市
制

施
行
60
周
年
も
あ
る
た
め
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
力
で
蕨

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
前
進
さ
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　
10
月
実
施
が
予
定
さ
れ
る

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
つ
い
て
、

新
年
度
の
市
財
政
及
び
市
民
生
活

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　

家
計
や
企
業
業
績
は

厳
し
さ
を
増
し
、
景
気
へ
の
悪
影

響
を
懸
念
。
市
財
政
は
、
消
費
税

引
き
上
げ
分
の
歳
出
増
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
は
、
時
期
の
関
係
で
ほ
ぼ
見

込
め
な
い
。
歳
入
で
使
用
料
・
手

数
料
等
１
２
０
万
円
、
歳
出
で

３
４
０
０
万
円
程
度
の
影
響
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
（
平
成
30

年
度
）
末
、
及
び
２
０
１
９
年
度

（
平
成
31
年
度
）
末
の
蕨
市
の
借

入
金
全
体
の
残
高
見
込
み
は
ど
う

か
。
ま
た
、
市
長
就
任
時
と
の
比

較
で
は
ど
の
よ
う
か
。

　

平
成
30
年
度
末
で
は

約
２
９
６
億
５
４
０
０
万
円
を
見

込
み
、
前
年
度
比
で
約
６
億
５
２

０
０
万
円
の
減
、
市
長
就
任
時
と

の
比
較
で
約
66
億
５
５
０
０
万
円

の
減
と
な
る
。
ま
た
、
平
成
31
年

度
末
の
借
入
金
合
計
は
約
２
９
３

億
７
６
０
０
万
円
を
見
込
む
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ル
ー
ト
拡
充
の
検
討
状
況
は
。

　

市
民
要
望
や
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
基
づ
き
、

運
行
事
業
者
や
警
察
等
と
協
議
、

検
討
し
て
い
る
。内
容
は
、西
ル
ー

ト
で
逆
回
り
の
導
入
、東・南
ル
ー

ト
の
市
役
所
等
へ
の
利
便
性
向

上
、
バ
ス
停
増
設
な
ど
。

　

実
績
の
推
移
は
。
高
校
卒

業
ま
で
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
。

　

平
成
19
年
度

（
２
歳
ま
で
無
料
、
３
歳
児
以
上

の
未
就
学
児
は
一
部
負
担
）
で
は

対
象
者
３
５
７
４
人
、
５
万
３
０

０
８
件
。
29
年
度
（
中
学
卒
業
ま

で
無
料
）
は
対
象
８
６
１
６
人
、

12
万
５
３
４
３
件
。
対
象
拡
大
は

調
査
・
研
究
す
る
。

日本共産党
鈴　木　　智

暮らし支え、心通う「あったか市政」
　市民の願いを活かし、さらに前進を

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
長
が
掲
げ
る
３
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

新
年
度
当
初
予
算
の
主
な

内
容
に
つ
い
て

  

消
費
税
増
税
の
影
響

「
あ
っ
た
か
市
政
」の
成
果
と
展
望

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
拡
充

こ
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

実
績
と
対
象
拡
大
の
検
討

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

都
市
整
備
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

教
育
部
長

市
長

総
務
部
長

議
員

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

市
民
生
活
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長
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市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
項
目
と
そ
の

理
由
は
何
か
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

は
実
施
済
み
、
着
手
が
合
わ
せ
て

89
％
で
あ
る
が
、
が
ん
検
診
の
個

別
検
診
化
や
空
き
店
舗
の
活
用
に

つ
い
て
は
ま
だ
実
施
で
き
て
い
な

い
。
が
ん
検
診
で
は
、
マ
ス
コ
ミ

等
の
影
響
も
あ
り
、
集
団
検
診
で

受
診
率
が
上
が
っ
た
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
大
き
な
予
算
を
か
け
ず
に
柔

軟
に
対
応
し
た
。
ま
た
、
空
き
店

舗
の
活
用
で
は
、
各
方
面
に
ご
協

力
い
た
だ
き
解
消
に
至
っ
て
い
る

空
き
店
舗
も
あ
る
が
、
今
の
社
会

経
済
状
況
も
あ
り
、
そ
れ
以
上
に

新
た
に
空
き
店
舗
に
な
っ
た
も
の

が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
、
被
災
し
た

多
く
の
住
民
の
方
々
が
避
難
所
に

集
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

外
国
人
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

避
難
所
に
外
国
の
方
で
も

簡
単
な
意
思
疎
通
が
で
き
る
避
難

所
会
話
セ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る

が
、
そ
れ
で
は
済
ま
な
い
課
題
も

出
て
く
る
と
思
う
。
地
域
、
町
会
、

自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
立
病
院
の
将
来
構
想
の

内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

 

市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
救
急
医
療
に
関
す
る

意
見
が
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

病
床
機
能
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

地
域
医
療
構
想
の
動
向
を
踏
ま
え

て
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、

現
在
の
１
３
０
床
の
急
性
期
病
床

を
維
持
し
、
急
性
期
医
療
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、課
題
で
あ
る
建
物
の
耐
震
化

に
つ
い
て
は
、今
後
院
内
に
検
討

組
織
を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

小
・
中
学
校
教
育
情
報
化

推
進
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。

　

小
学
校
全
校
と
東
中

学
校
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
が

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
端
末

を
従
来
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
へ
と
変
更
し
、
普

通
教
室
等
で
も
兼
用
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

基
本
方
針
と
基
本
目
標
は

ど
の
よ
う
か
。

　

昨
年
度
末
に
策
定
し

た
「
蕨
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
計

画
」に
お
い
て
、「
安
心
し
て
飲
め

る
お
い
し
い
水
道
」「
い
つ
で
も
安

定
し
て
使
え
る
水
道
」「
将
来
に

わ
た
っ
て
健
全
な
水
道
」「
環
境

に
優
し
い
水
道
」
の
４
つ
を
基
本

方
針
に
据
え
、
こ
の
基
本
方
針
を

実
現
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す

12
の
行
動
指
針
、
さ
ら
に
具
体
的

施
策
で
あ
る
22
の
行
動
計
画
を
定

め
、
こ
れ
ら
を
体
系
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
る
水
道
事
業
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

公明党
大　石　幸　一

今年度における
市政運営及び予算編成の内容について

　

個
人
市
民
税
納
付
率
県
下

ワ
ー
ス
ト
２
位
の
中
、
自
主
財
源
確

保
へ
の
強
化
策
と
そ
の
数
値
目
標
は

ど
う
か
。　

納
付
書
つ
き
催
告
書
の

送
付
な
ど
に
よ
る
滞
納
整
理
体
制
の

強
化
を
継
続
し
な
が
ら
、
新
た
に
自

動
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

休
日
等
、
滞
納
者
が
在
宅
の
時
間
に

電
話
催
告
を
行
う
こ
と
で
早
期
自
主

納
付
に
つ
な
げ
、
当
初
予
算
に
計
上

し
た
収
入
額
と
収
納
率
を
上
回
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　

持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
、

施
策
の
必
要
性
を
は
じ
め
、
優
先
度
、

費
用
対
効
果
、受
益
と
負
担
、他
の
自

治
体
と
の
比
較
等
で
、市
独
自
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
指
針
）を
設
け
て
い
る
の
か
。

　

市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
基
準
は
設

け
て
い
な
い
が
、
各
年
度
に
お
け
る

重
点
施
策
と
の
関
連
性
や
緊
急
性
、

後
年
度
負
担
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
考
慮
し
、
総
合
的
に
判
断
し

て
い
る
。

　

県
下
唯
一
、８
年
間
も
副
市
長

の
空
白
状
態
が
続
く
中
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
か
ら
、
そ

の
選
任
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

副
市
長
の
配
置
等
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
時
期
に
適
切
に
判

断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

独断専行に走る３期12年間のあったか市政
不作為が顕在化し、市政刷新の必要性は大！

立憲民主党　一　関　和　一

　

第
１
ス
テ
ー
ジ
の
総
括
は
。

　

３
期
12
年
で
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
の
暮
ら

し
を
守
る
市
政
の
前
進
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
心
が
通
い
合
う
市

政
の
前
進
、
市
立
病
院
の
黒
字
化
な

ど
の
市
政
改
革
を
進
め
た
。

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
は
何
年
ま
た

は
何
期
か
か
る
の
か
。
ま
た
、
第
３

ス
テ
ー
ジ
も
あ
る
の
か
。

　
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
土
台
に
立
っ

て
未
来
に
向
け
た
大
き
な
課
題
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
何
年
か
か
る
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
中
長
期
の
課
題
な

ど
に
取
り
組
む
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
第
３
ス
テ
ー

ジ
は
社
会
経
済
情
勢
に
よ
り
変
わ
る

の
で
現
時
点
で
言
及
で
き
な
い
。

　

新
た
な
学
校
運
営
協
議
会
の

内
容
と
モ
デ
ル
地
区
（
塚
越
地
域
）

以
外
の
今
後
の
見
通
し
は
。

  

学
校
運
営
協
議
会
は
学
校

運
営
に
関
わ
る
基
本
方
針
の
承
認
や

評
価
を
行
い
、
地
域
と
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現

を
目
指
す
。
モ
デ
ル
地
区
以
外
は
、

成
果
と
課
題
を
分
析
し
検
討
す
る
。

　

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
、
活
動
場
所
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　

協
議
し
た
い
。

「あったか市政」を問う

無所属　榎　本　和　孝
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市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
外
国
人

へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

  

水
道
事
業
に
つ
い
て

将
来
を
見
据
え
た
市
立
病

院
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
確
保
の
強
化

　
　

副
市
長
に
つ
い
て

市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

「
ど
ろ
ん
こ
の
王
様
」の
活
動
場
所
に
つ
い
て

「
あ
っ
た
か
市
政
第
２
ス
テ
ー
ジ
」に
つ
い
て

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

教
育
部
長

水
道
部
長

病
院
事
務
局
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

都
市
整
備
部
長

議
員

市
長

議
員

市
長




